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8
月

m
Hの
任
期
満
了
に
伴
う
朝
日
町
議
会
議

員
選
挙
は
、

7
月
白
日
に
告
示
さ
れ
、

8
月
8
日

に
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
数
日
人
に
対
し
、
四
人
の
立
候
補
が
あ
り
、

即
日
開
票
の
結
果
、
下
位
2
人
の
得
票
が
同
数
と

な
っ
た
た
め
、
公
機
選
挙
法
第
M
N
条
の
規
定
に
よ

り
、
選
挙
会
に
お
い
て
選
挙
長
が
H

く
じ
’
で
定
め

て、

当
選
人
参
』決
定
し
ま
し
た
。

当
選
さ
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
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一
工
事
請
負
契
約

一

一

を

可

決

同

意

一

一
助
役
選
任
の
件

一

助
役
に
潰
田
清
定
氏

朝

日

れ
ま
し
た
。

＠
可
決
さ
れ
た
も
の

O
工
争
請
負
契
約
の
件

（・
4
筒
庄
公
民
館
新
築
必
業
建
築
・平

体
工
ギ
｝

＠
同
意
さ
れ
た
も
の

O
刺
H
町
助
役
を
選
灯
す
る
た
め
川
立

を
求
め
る
件
。

回I
j賓

第
悶
回

朝
日
町
青
年
議
会
聞
か
れ
る

あ
円
凶
制
日
間
訂
作
・
議
会
は
去
る
5

け
7
U
に
行
・・小
き
れ
、

6
川
H
H
の
遊

泳
中
の
結
決
M
ゃ
れ
の
緩
い
M
が
決
ま
リ
、

7

け
U
U
｛火
）午
後
約
時
よ
リ
州
誌
発
ぶ

を
聞
き
ま
し
た
。

組
織
議
会
に
先
ぶ
っ
て
行
わ
れ
た
山川

会
式
で
は
、
山
判
川
市
は
ノ
バ
ド
川
年
川
U
K
の
政

妙
、
十
J
崎
町
長
、
山
山
県
山
年
川
協
議

会
長
、
朝
日
町
行
年
凶
O
B会
以
か
・
り

激
励
を
つ
け
感
慨
も
新
た
に
議
会
開
会

と
な
リ
ま
し
た
。

組
織
議
会
で
は
、
U
取
年
以
議
パ
ハ
の
浜

川
治
達
計

（（川
）
を
似
議
長
に
設
が
が

進
め
ら
れ
、
議
長
に
浜
凶
泊
連
打
、

・川

議
長
に
下
沢
久
瓜
君

（泊
）
を
選
出
し
、

4

司
・
震
に
週
任
さ
れ
た
浜
田
清
逮
君

会
則
を
7
川
幻
け
か
ら
川
川
3
U
の

ω

日
間
と
決
定
し
ま
し
た
F

こ
の
あ
と
、
九
常
任
会

μ
の
選
任、

お
よ
び
比
刷
会
U
長
の
げ
選
が一
れ
わ
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
午
附
町
長
か
・り
、
日
年
皮

の
地
政
む
針
と
し
て
、
「一

つ
の

H
m」

（活
気
に
尚
ち
た
魅
ね
あ
る
郷
士
づ
く

り
）

「一ニ
つ
の
件
」
（
ハ
阻
ん
よ
い
町
づ

く
り
刊
か
な
人
づ
く
リ
、
活
力
あ
る

爪
業
づ
く
り
｝
「
似
つ
め
い
条
」
（
泊

旅
公
．
中
な
町
政
、
共
感
を
川
町
ぷ
町
政
、

附
か
れ
た
町
政
、
打
て
ば
符
く
町
政
、

チ
ー
ム

・
ワ
l
ク
の
町
政
）
を
推
進
す

る
と
出
説
が
あ
り
、
ニ
れ
を

一
抗
議
題

と
し
て
各
妥
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
で

組
織
議
会
を
終
え
ま
し
た
。

V
各
委
員
会
別
随
員
名

｛＠
は
岳
民
－
h

氏
、

O
は
州
委

u
u
f

総
務
教
育
委
員
会

。
滋
ト
ト
し
（ト人
）
O
加
泌
氏
紀

f
（的
）

勝
川

蝋町
（榊W
）

ド
内
本
叫
川

二
山
｝

浜
川
治
法
（…川
）

大
Jr

必
f
｛山叫
｝

環
境
厚
生
委
員
会

。
谷
U

W

（尚
）
O
内
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必
美
子
（…川
｝

小
林
正
光
（終
｝

柳
川
治
人
（山
｝

門
口
光
夫
（し人
）

水
鳥
見
樹
F
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建
設
委
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M
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第

5
凪
朝
日
町
議
会
臨

時
会
は
、
7
月
初
日
に
会

期
を
l
日
と
し
て
開
会
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
、
L

や
請
負
契
約
の
件
お
よ
び

助
役
選
任
の
た
め
同
立
を

求
め
る
件
の

2
案
件
が
上
利
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
、
原
案
ど
お
リ
巧
決
、
同
立
さ

＋
t
e
e
t
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t
t
t
t
t
t
t
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t
t
t
t
h
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t
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一

裁
判
所
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表
彰
一

民
事
調
停
委
員

家
事
調
停
委
員

中
川
窪
一
氏

同

右

在
田
祐
芳
氏

先
般
、
む
の
方
々
が
、
民
事
及
び

家
事
調
停
委
員
と
し
て
長
年
村
励
勤

続
せ
ら
れ
た
功
縞
に
よ
り
白
山
地
行

絞
判
所
長
表
彰
を
長
け
ら
れ
ま
し
た
。
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近
年
、
レ
ジ
ャ
ー
人
口
の
明
加
に
伴

い
登
山
会
す
る
人
も
抑
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
に
伴
い
無
ぷ
な
登
山

や
椛
験
不
足
な
ど
の
原
因
に
よ
る
遭
熊

事
故
も
多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

な
山
さ
れ
る
人
は
次
の
こ
と
を
必
ず

守
リ
、
楽
し
い
品
双
山
を
し
ま
し
ょ
・1

け
な
山
崩
を
必
ず
山
し
て
人
山
す
る

け
単
独
登
山
は
し
な
い

け
無
尽
な
計
画
、
日
刊
は
組
ま
な
い

附
食
械
、
装
備
は
十
分
に
用
立
す
る

川
目
．
僚
の
山
を
よ
く
術
究
す
る

付
登
山
コ
ー
ス
以
外
や
危
険
地
帯
：へ

ひさあ

は
入
－
h

リ
な
い

ω気
象
状
況
に
注
意
し
、

断
す
る
ω地
花
の
人
や
、
小
屋
の
人
の
立
見

を
よ
く
開
／
－

な
お
、
世
山
硲
は
次
の
と
ニ
ろ
に
備

え
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か

一
ヵ
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

O
朝
日
町
野
山
小
山
n
h
派
出
所

O
小
川
川
岡
山
氷
花
場

O
北
又
小
屋

O
役
場
産
業
課
観
光
係

正
係
に
判

報広

県
の
地
域
活
動
推
進
員
決
ま
る

こ
の
ほ
ど
新
し
く
同
名
の
方
々
が
、

高
山
県
帰
人
地
域
活
動
推
進
員
に
依
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
地
械
に
お
い
て
、
婦
人

的
地
位
向
上
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

婦
人
関
係
行
政
等
の
推
進
活
動
婦
人

の
身
の
ま
わ
り
の
諸
問
題
に
つ
い
て
相

議
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
す
。

2
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任
期
は
2
年
（
日

l
m年
度
）

泊

土

肘

消

江E

I
和

f

水

品

マ

ツ

イ

水

品

了

f

厨

谷

節

f

背

武

境的

崎

.... 
r・，，

美

家
庭
で
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
ゃ
、

身
体
障
害
者
の
家
庭
を
訪
問
し
て
身
の

凶
り
の
世
話
歩
手
ゑ
不
足
本
仕

H
（ホ

ー
ム
ヘ
ル
ハ

｜
）
の
制
度
が
計
年
叩
月

l
H
か
ら
変
り
ま
す
。

（

改

正

点

）

V
派
遣
対
象
－
不
妊
を
所
得
税
の
非
課
税

世
帯
か
・
均
課
税
世
情
に
い
化
大
し
、
作
H

川
口
利
制
肢
を
川
市
人
し
ま
し
た
。

V
パ
ー
ト
制
度
会
』
導
入
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
・
客
足
本
仕
以
を
派
泣

寸
る
対
象
と
し
て
、

マ
お
お
む
ね
日
必
以
上
の
ひ
と
り
ぐ
・
句

し
、
ね
た
き
リ
主
人
の
い
る
家
庭
、

V
示
度
の
心
身
時
害
者
（児
）の

い
る
家

hM

ー
で
あ
っ
て
、
卜
分
な
介
必
ま
た
は
、

介
泌
す
る
人
が
い
な
い
悦
所
付
山
本
h

足、

つ
ま
り
所
得
税
非
課
悦
世
帯
に
限
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

今
度
の
改
正
で
は
、
所
得
制
限
を
撒

雌
し
所
得
税
課
悦
世
帝
に
も
派
遣
で
き

る
こ
と
に
な
り
、
課
税
世
帯
に
付
す
る

派
遣
費
用
は
、
所
得
の
制
に
よ
勺
て
金

制
ま
た
は

一
部
を
負
刊
し
て
削
〈
－
－
と

に
な
り
ま
し
た

利

用

料

金

家
庭
本
仕
民
の
派
遣
時
間

一
時
間
当

リ
捌
円
に
派
遣
時
間
を
来
じ
て
得
た
制

と
な
り
ま
す
。

負

担

割

合

生
計
中
心
者
の
前
年
度
所
得
税
が

例
非
諜
税
併
借
・
・
・
：
・
従
米
ど
お
り
無
料

ω課
続
年
制
3
万
円
未
尚
の
肘
帯

2
・η
の
l
れ
判

nu寸
噌

l
n
δ

終

谷高級折金谷竹長折

eh問
山

1イ fl二日

喜
美

f

託

子

呼

子
l
－
 

利

子
幾
美
伎

文

f

化

f

礼

f

八
重
「

節

子

南

｛呆

内井谷

Ill 

。

大－一無比

同問

山

崎

崎口

山

ーー

付
課
制
悦
年
制
3
万
円
以
上
の
世
借
全
制
白
川
一

臨
時
的
な
介
護
希
望

に
も
派
遣
し
ま
す

利
用
い
れ
の
希
望
に
こ
た
え
る
た
め
、

臨
時
的
な
介
准
希
望
に
も
派
遣
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
寝
た
き
り
主
人
の
め
挙
区

で
は
、
介
浸
し
て
い
る
人
が
、
病
気
等

一
時
的
な
事
情
で
介
泌
が
で
き
な
く
な

る
と
、
従
来
は
特
別
養
議
主
人
ホ

l
ム

へ
一
時
的
に
人
る
は
か
対
応
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、

一
人
ぐ
ら
し
在
人

で
も
、
元
気
な
人
が
一
時
的
な
病
気
に

な
り
日
常
生
活
が
凶
維
と
な
っ
た
場
へ
け

は
、
介
縫
人
の
派
遣
で
対
処
し
て
お
リ

ま
し
た
が
、
今
後
は
、
パ
ー
ト
の
不
足

本
仕
い
れ
で
対
応
で
さ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
町
で
は
、
新
た
な
派

泣
希
明
者
を
探
し
て
お
り
ま
す
り
く
わ

し
く
は
、
役
場
住
民
相
批
諜
川
社
係
へ

（宮

3
H
l
l
り

0
内
線
部
得
）



い
よ
い
よ
秋
の
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

収
穫
の
喜
び
の
反
面
、
い
た
ま
し
い
農
作
業

事
政
も
絶
え
ま
せ
ん
。
「
慣
れ
て
い
る
」
と

い
っ
た
気
持
ち
を
今

一
度
引
き
締
め
て
、
次

の
こ
と
に
細
心
の
注
意
を
し
、
農
作
業
を
い

た
し
ま
し
ょ
‘
っ
。
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－
必
ず
始
業
点
検
を
厳

重
に
行
、
7
。

・
休
息
を
と
り
ゆ
と
り

を
も
っ
。

－
身
経
で
安
全
な
服
装

で
作
業
を
行
、
ヲ
。

さ報－－ ・・… － あ

『
作
集
中
の
事
担
を
怠
く
そ
う
』

「コ
ン
バ
イ
ン
で
の
穆
担
防
比
L

広

『箆
鰻
織
の
火
災
．，

aを
怠
く
そ
う
』

・
事
前
点
検
を
必
ず
行
ヮ
。

・
乾
燥
機
の
周
辺
は
き
れ
い
に
の

・
無
人
運
転
を
し
な
い
。

－
消
火
器
を
お
く
。

4・
－
燃
料
系
統

（泊
も
れ
）

・
バ
ー
ナ
ー
の
分
解
削
除
。

・
弘
度
ヒ
斗
｜
ズ

－
品
開
…
風
路
の
い
削
除
。

－
ベ
ル
ト
の
破
捌
と
ゆ
る
み

国
昭
和
幻
年
産
米
予
約
限
度
数
量
は
、

う
る
ち
米
8
5
0
0
1俵
、
も
ち
米
4

0
0
0俊
、
計
8
9
0
0
1俵
と
昭
和

田
年
度
と
閉
じ
枠
で
配
分
が
あ
り
ま
し

子
も
し
か
し
、
同
年
産
米
の
出
荷
実
績

を
み
ま
す
と
、
う
る
ち
米
8
3、
8
4
3・

5
俵
、
も
ち
米
3
8
9
4
・
5
俵
と
う
る

ち
米

・
も
ち
米
と
も
未
達
成
で
し
た
。

そ
の
た
め
町
で
は
、
良
質
米
の
生
産

適
地
と
し
て
「
う
ま
い
朝
日
米
」
の
増

産
運
動
を
展
開
し
、
良
質
米
供
給
基
地

と
し
て
の
基
盤
固
め
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
県
で
は
、
限
度
数
量
を
確
保
で
き

な
い
市
町
村
に
対
し
、
転
作
目
標
面
積

を
傾
斜
配
分
歩
ャ
す
る
と
打
ち
出
し
て
お

り
ま
す
。
本
年
度
は
、
限
度
数
量
以
上

の
出
荷
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

，
事
故
防
立
に

つ
と
め
ま
し
ょ
う
’

V
遊
定
す
る
際
は
パ
ー

テ
ィ
ー
を
組
み
、
け
丸
川
m

uHを
つ
け
ま
し
ょ
・
ヲ
。

－v位九
叩
刷
女
は
必
ず
桁
袋
し
ま
し
ょ
・
7
，

V
泳
げ
な
い
人
は
遊
定
し
な
い
む

V
海
水
浴
場
な
ど
遊
・山
者
が
い
る
小
山
肢

で
は
逃
走
し
な
い
b

V
院
内
時
か
ら
湖
メ
ー
ト
ル
以
卜
沖
へ
H

で

遊
定
す
る
州
場
人
H

は
必
ず
随
伴
船
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

V
人
身
事
故
が
生
じ
た
と
き
は
、
伏
木

海
上
保
安
部
へ
。

（宮

0
7
6
6
H糾
H
0
1
9
5｝

い
よ
い
よ
れ
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
が
、
台
風
通
過
時
に
は
北
陸
地
方
特

有
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り
空
気
が
乾

燥
し
て
い
＃
手
’
の
で
火
災
が
発
生
し
ま

す
と
大
火
に
な
り
や
す
い
気
象
条
件
と

な
り
ま
す
の
で
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ

－
v
 
－
た
き
火
の
後
始
末
は
完
全
に
し
て
く

だ
さ
い
。

－
台
風
通
過
時
に
は
火
多
』
使
用
し
な
い

主
つ
に
食
事
の
準
備
は
早
め
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

－
万
一
に
備
え
て
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ

な
ど
を
準
備
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ω

ま
た
稲
の
収
穫
期
に
な
り
、
乾
燥
機

を
使
用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
取
扱

い
に
は
充
分
注
意
し
、
消
火
器
を
準
備

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
刈
入
れ
後
の
回

ば
で
の
ワ
ラ
の
焼
却
に
は
事
前
に
消
防

署
へ
届
出
を
し
、
無
届
で
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
尚
夜
間
及
び
風
の
強
い
目
、

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
時
は
祭
比
さ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
テ
レ
ビ
に
よ
る
防
災
関
連
放

送
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

川

「
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

防
災
ミ
ニ
百
科
」

北
日
本
紘
一
定
木
叫
日

午
前
叩
時
お
分
i
加
分

ω
「
そ
の
と
き
あ
な
た
は
？

く
ら
し
の
小
の
防
災
」

高
山
テ
レ
ビ
日
曜
日

午
前
7
時
お
分
1
泊
分

＠ 
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会i
がよ
ねえる
ら
司総
e 

在
日
記
の
日
打
に
よ
り
什
猟
必
門
会
が

聞
似
附
さ
れ
る
の
で
お
引
いれ
は
完
成
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
蹟
習
会

8
月
引

・
包
日

（十h
－

H
）

県
民
会
館
山
い
J

山や

マ
試
験
日

第

l
凶

u
o
H
U
H
（令
）

第

2

M

9
日
付
加
日

（日円
）

川
町
民
会
館

mur－－屯

※
州
hn一
み
、
長
滋
日
の

一
週
間
前
ま
で

に
役
場
産
業
細
部
ま
で
巾
込
み
く
だ
さ
い

（宮
3
H
1
1
0
0

内
線
泊
｝

職
業
訓
練
生
を
募
集

黒
部
高
等
技
能
学
校
で
は
、
線
転
職

者
を
対
象
に
、
日
年
度
叩
け
の
人
校
小
ぃ

多
』
募
集
し
て
い
ま
す
ν

入
校
希
望
台
は

も
よ
り
の
公
共
職
業
安
ん
，札
所
へ
山
中し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〈臨
沓
－
F
嘗

S
惜
V

義
務
教
汀
修
了
持
で
あ
れ
ば
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

if. 
偽~~

〈募
集
期
間
v

uo川
2
H川
1

9
川
H
H
ω

〈募
集
科
目
及
び
人
員
〉

O
機

械

科

川

名
（則
川
は
6
ヵパ
｝

O
往

築

科

目

名

（

H

l

年
）

く
わ
し
い
こ
と
は
、
川
ド
…
部
市
H
u
m
ゃい
4

l
5
0
爵
地
黒
部
高
等
叫
2
k
q’
校
へ
。

（
宮

0
7
6
5
H
臼
H
0
2
5
1）

＠ 

み
ん
な
の
連
帯
で

青
少
年
非
行
防
止

机
締
切
近
づ
く
制

「
国
民
年
金
生
き
が
い
旅
行
」

H

東
北
H

（十
和
田
湖
・
田
沢
湖
高
原
）ヘ
行
き
ま
せ
ん
か
／

ぶ
し
く
は
、
広
報

「あ
さ
ひ
」
7
川

ザ
を
ご
む
く
ど
さ
い
。

な
お
、
近
日
中
に
尖
施
要
出
引
を
町
内

へ
M
覧
い
た
し
ま
す

ご
希
引
の
む
は
、
HI
め
に
お
山
中
込
み

く
だ
さ
い
。

一
段
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
、
ぇ
、
朝
日
．
屯
鰍

．専
門
切
で
は
、
北
ア
ル
プ
ス
刷
U
比
（
己

4
l
d
0
メ
ー
ト
ル
）
の
制
日
小
um
に
臨

時
公
決
定
小
川
を
ぷ
．
抗
し
、
7
川
口
日
か

ら
使
川
開
始
と
な
っ
た
れ

こ
の
み
屯
訴
は
、
さ
る
引
年
か
ら
何

年
シ
ー
ズ
ン
小
に
品
川
し
、
な
山
行
か

ら
一
ト
凶
作
へ
の
必
し
い
h

刊
の
州
民
り
が
で
き

る
た
め
、

M
U
Jを
叫
し
て
お
り
ま
す
・

ま
た
遭
慨
が
仙
川
や
急
州
人
な
ど
以
内
ぷ

時
の
泌
総
に
的
用
さ
れ
る
は
か
、
刺
日

小
U
庁
．
へ
の
な
山
仙
鍬
の
問
へ
H

わ
せ
が
似

利
に
な
り
ま
し
た
。

品
川
山
則
附
は
7
川
口
り
か
ら
9
川
本

ま
で
、
取
級
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
午

後
9
時
ま
で

｛緊
急
時
は
い
つ
で
し
取

微
7
）

川
町
ぷ
佐
川
乃
は
、
間
H
川
0
7
6
5
8
H

3
H
0
9
9
9
4併
で
、
ん
上
川
作
地
へ
泊

ぷ
て
き
ま
す

－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版

誠
一雄
副W一桜
一金
一一

＠ 

町
県
民
税
第
二
期
分

サ
ン
ケ
イ
新
聞

奨
学
生
募
集

サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
で
は
、
州
械
に
れ

仰
を
か
け
ず
に

J
池
小
し
よ
う
w

と
い

う
山
中
心
に
燃
ご
え
る
行
年
の
た
め
に
、

総
中
小
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
ω

く
わ
し
い

・｝
と
は
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞

奨
学
会
ヘ
リ
〒
制
大
阪
市
北

K
悔
川
2

．！
日
4
徐
9

U
（官
。

6
H
3
4
3
1

1
2
2
1内
線

4
5
7
2岳町
）

教
育
相
談
を
開
設

心
円
か
で
他
全
な
れ
川
少
年
の
打
成
を

め
ざ
し、

教
打
川
刊
出州
を
o
m
H
け内，
J
H
か
・打

開
ぷ
し
ま
し
た
e

f
似
の
心
身
に
何
・
り
か
の
問
題
を
発

見
し
た
り
、
心
配
従

か
あ
る
時
に
は
、

山
本
出
内
で
悩
ん
で
い
た
り
、
そ
の
ま
ま

政
勺
て
お
か
ず
、
で
き
る
だ
け
引
く
山

岐
や
五
ぷ

・
子
紙
な
ど
で
制
ぶ
し
て
く

ど
さ
い
相
必
の
持
術
は
山
j
り
ま
す

ぷ
L
い
二
と
は
、
例
川
町
教
訂
セ
ン

タ
ー

へ

（

宮
3
1
υ
2
7
9
－
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A
行
政
相

談

時

都

1
・3
火山剛
H

午
前
山
時
1
午
後
3
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

川

上

嘉

一

｛
宮

3
1
0
0
5
0）

日州
場
所

相
談
H
H

日 ム
人
権
法
律
・登
記
相
談

U
O
Hバ
げ

H
－・穴
）

μ
lot
－－
A
e
J
i
g
－L
’
阜
究

4

’t
J

，一
f

H

’
i
d
H

刺
日
町
悩
祉
セ
ン
タ
ー

人
権
機
泌
委
員

ト
一
出
窓
ニ

（
官

2
1
0
1
2
7｝

ι闘
い

州

η

｛
宮

2
1
2
1
6
4｝

作
平
野

三
郎

（
宮

2
1
1
0
3
4）

場

所

内
一
相
談
民

ご案と
_,, 
｝ 言炎

H A
心
配
ご
と
相
談

ω週
火
山
時
日

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

朝
日
町
一
仙
制
セ
ン
タ
ー

（

E
3
1
0
5
7
6）
 

相

t必・

所

ム
交
通
事
故
巡
回
相
談

①
日
時

② 
日場
時所

場
H斤

第
－
－

H
け
附
日

午
前

ω時
1
午
後
3
時

黒
部
市
中
央
公
民
館

第

1
・
3水
叫
日

午
前
日
時
1
午

後
3
時

県
魚
津
総
合
庁
舎
内

魚
漆
地
方
川
町
民
相
談
本

〈
児
童
鉄
獲
手
当
〉

現
に
、
父
縦
の
い
な
い
日
歳
未
満
の

児
症
を
扶
養
し
て
お
ら
れ
る
方
に
は
、

児
重
扶
義
手
当
（
児
童
が

一
人
の
場
介

は
、
月
額

3
2、
7
0
0円
児

童

が

て

人
の
州
場
合
凡
舶
3
7、
7
0
0円
）い
か

t改
印
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
公
的
年
余

を
受
給
し
て
い
な
い
、
－
と
が
条
刊
で
す
”

叫
何
ト
代
受
給
し
て
い
る
卜
刀
は
、

9
川
以

時
も
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め
に
、

8

川
路
日
ま
で
、
現

M
Mを
出
し
て
く
だ

也
、
い

魚
津
公
証
役
場
が
移
転

7
川
口
日
か
ら
公
証
役
場
が
移
転
し

ま
し
た
3

新
し
い
役
場
は
、
魚
津
市
中
央
通
リ

1
丁
目
4番
8
号
（
一
応
・吉
森
商
店
跡
）

通
祢
恥
市
場
ピ
ル

3
階
で
す
。

ま
た
、
公
証
人
も
坂
本
敏
央
公
証
人

に
代
わ
り
ま
し
た
。

8
月
は
道
路
を
守
る
月
間

「
ふ
れ
あ
い
を

今
も
は
ぐ
く
む
道
づ
く
り」

〈
特
別
兜
霊
祭
隻
手
当
〉

積
一
皮
の
附
小
れ
け
を

L
つ
児
釈
を
長
山
川
さ

れ
て
い
る
打
に
、
川
制

3
7、
7
0
0川

－
児
島
帆

．
人
の
州
場
介
｝
ふ
T，A
給
す
る
制

伎
で
す
，
た
だ
し
、
ニ
れ
も
附
山
札
口
を

m

山
と
す
る
公
的
年
ふ
れ
れ
を
父
給
し
て
い
な

い・｝
L

－
が
条
件
と
な
り
ま
す

な
お
、
劇
作
受
給
し
て
い
る
・
行
は
、

on
H
汎

U
ま
で
削
九
州

M
を
山
し
て
く
だ

さ
い
a

ぷ
制
に
つ
い
て
は
、
役
場
制
社
係
（
宮

3
1
1
1
0
0内
線
部
昼
前
｝
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

初

級

小

学

5
年

以

上

年

齢

不

問

9
月

5
日
午
後
7
時

1
9時

朝
日
町
制
祉
セ
ン
タ
ー

母司
1
5
・
5

5

1

，r
3
b
E
y
a－
－
司
’
i
q
L
s
t

会
費

月
一
、

0
0
0円

蹄
師

浜
川
久
子
氏
他

希
望
者
は
左
記
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

朝
日
町
日
中
友
好
協
会

（
宮

2
1
0
7
4
8水
品
）

朝
日
町
日
中
友
好
協
会

朝
日
町
教
育
委
員
会

議事

＠ゐゐ~Q9

年

金5
だ5
よ5
'J ~ 

福
祉
年
金
を
受
け
と
っ
た
ら

年
金
証
書
は
郵
便
局
へ

u
n
け
は
一
川
悦
年
令
交
給
打
が
、
川
M
K

年・んれ山

A
Nを
提
出
す
る
け
で
す

。
。
川
U
H
か・旬、

M
M航
年
余
の
u引
け

十
A
H払州問

（
4
パ
か
ら
7
川
ま
で
の

4
ヵ

け
分
｝
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す

．M
社
化
人
中
キ
交
け
て
い
る
ト
リ
は
、

un

川
の
J
A
払
い
を
交
け
た
・
り
、
す
ぐ
年
余

．Abnけ
を
郎
似
い
川
の
窓
U
へ
お
叫
し
く
ど

き
い
も
（
役
場
か
ら
な
什
榔
悦
川
へ
．A
Aの

回
収
を
お
卵
、
い
し
て
あ
り
ま
す

）

年
金
証
滋
円
を
提
山
さ
れ
る
と
、
山
作

一
祉
を
交
付
し
ま
す
か
ら
、
大
事
に
似
作

し
て
い
て
く
だ
さ
い
3

0

0

川
分
か
・
り
ザ
．

年
の

7
月
分
ま
で
の
1
ヵ
年
間
の
文
弘

い
金
制
を
記
入
し
た
年
金

A
n
を
、
保

管
証
と
引
き
か
え
に
い
叫
び
山
口
総
に
お
返

し
い
た
し
ま
す
“

年
金
一
証
書
の
提
出
が
あ
り
ま
せ
ん
と
‘

次
の
日
月
の
主
払
日
に
、
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

一お
け
の

マ
イ
ホ
ー
ム
建
設
の

資
金
融
資
が
開
始

去
を
ね
を
け
ト
灼
に
す
ま
せ
て

ZrA

A
を
悦
山
し
て
く
だ
さ
い
。

早
い
ほ
ど
よ
い

国
民
年
金
の
加
入

制

H
町
で
は
．
川
民
年
ふ
れ
の
よ
加
入

い
れ
に
加
入
を
倒
的
て
い
ま
す
・
れ
心
中
ー

た
リ
の
む
は
H
I
く

F
杭
与
を
泊
ま
せ
て

く
だ
さ
い
・

川
U
K年
計
は
、
山
川
山
肌
か
・
り
山
”
ば
ま
で

の
人
て
、
州
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年

金
制
皮
に
・
へ
勺
て
い
な
い
人
が
加
入
す

る
川
吟
の
年
令
制
度
で
す

M
M八
年
令
に
加
入
し
て
、

一
年
以
上

保
険
料
を
納
灼
て
い
れ
ば
、
同
小
川
ほ

fl
・川吋川，

f
・
泣
児
な
ど
の
年
金
か
交

け
ら
れ
ま
す
し
、
お
年
以

l
加
入

1
れ

ま、

r
J
U
K
．
、，
E
怜：．
h

ド、

E
f・

μ

6
・Lm
ヵ．
6
2
h阿句／
。ヵョ
l

b
j

ま
す
，
加
入
は
い
け
れ
ば
リ
ト
い
は
ど
よ

い
わ
け
で
す
の

却
必
に
な
勺
た
人
‘
円
f
校
b

－Mrー
し

た
入
、
他
の
公
的
年
余
を
や
め
た
人
は

も
ち
ろ
ん
、
川
M
八
年
金
へ
人
る
は
す
の

人
て
ま
だ
未
加
入
の
人
は
、
す
ぐ
に
役

場
凶
民
年
金
係
の
窓
口
で
加
入
の
子
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
”

h

収
宅
金
融
公
療
で
は
、
側
人
向
け
融

資
の
巾
込
み
を
8
月
別
日
ま
で
受
け
付

け
ま
す
b

融
資
限
度
制
は
木
造
・
棚
万

円
利
率
は
、
保
守
口
%も
品
川
し
く
は
、

厳
寄
リ
の
公
時
取
機
い
金
融
機
関
、

＠ 

－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

nu寸
唱

l
Q
U
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栄冠をめざしてグ
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h
F
写
虞
は
前
園
駅
五
備
後
君

全
同
の
村
鋭
が
力
と
伎
を
き
そ
7
会

凶
高
等
小
’
校
総
合
体
有
大
会

｛イ
ン
タ

ー
ハ
イ
）
は
8
川

l
uか
ら
7
H
ま
で

l
迎
間
に
わ
た
り
、
鹿
児
品
川
市
で
開
縦

さ
れ
ま
し
た
。
一
山
高
校
か
ら
は
、
次
の

方
々
が
附
れ
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。
O
山
崎
部

（於
屋
久
山
）

巾本，
K

森
美
さ
ん

以
市
氷
点
山
美
さ
ん

山
本

字
子
さ
ん

3
年

谷

u
・h
伐
さ
ん

2
年

O
隙
卜
・部

（於
鹿
児
’
川
市
）

山削凶
m
，九
愉
維
く
ん

3
年

な
お
、
前
回
応
世
間
は
、
北
行
川
凶
也
大
会
て

7
・
1
0
メ
ー
ト
ル

（定
リ
附
銚
）
を

跳
び
第
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

山
治
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
は
、
今

凶
で
6
凶

U
と
な
リ
ま
し
た
ラ

3 3 
ifと年

司副
.... 岨．． 

局
斗
ハ
ノ
ι
n
U

． 
ゐ

οハっg

i ヨ ~i
~ ~：信 j
~＞ ⑨j 
＠ 

「
越
中
宮
崎
駅
を
清
掃
」

伝
達

「山
内
一
崎
駅
O
B会
」

（松
下
品川

三
会
長
以
下
回
名
）
は
、
何
年
海
水
浴

シ
ー
ズ
ン
的
に
は
崎
駅
織
内
の
消
い
仰
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
も
7
川
H
H

に
大
削
除
を
笑
地
し
ま
し
た
6

海
の
レ
ジ
ャ
ー
必
地
と
し
て
、
山
川
崎

泌
咋
の
広
間

uと
し
て
多
く
の
人
に
縦

し
ま
れ
て
い
る
山
崎
駅
に
対
す
る
愛
省

は
的
別
て
、
こ
の
仙
川
本
社
は
、
昭
和

U
年
同
川
に
繁
人
化
き
れ
て
以
米
、

ω

年
に
な
り
ま
す
。

き
て
、
当
日
は
、
ん
EU
別
名
の
他
に

ト小
叩
神
的
駅
長
さ
ん
や
当
時
光
山
に
動
務

し
て
い
た
鉄
道
弘
前
会
の
女

f
純

μも

加
わ
り
、
駅
ι
併い
の
窓
ガ
ラ
ス
、
川
限
γ

附
の

水
洗
い
、
構
内
の
除
市
な
ど
に
げ
を
山
中
仇

し
た
＠
なト
打
、
こ
の
的
動
は
、
地
花
の
卜刀々

に
も
作
こ
ば
れ
て
お
り
、
ま
た
H
Hけの

時
刻
改
正
で
泊
駅
に
特
急
が
仰
臥
す
る

の
で
、
山
川
崎
泌
却
は
ま
す
ま
す
脚
光
を

浴
び
る
だ
ろ
う
と
会

H
一
川
は
り
切
勺

て
い
ま
す
ゅ

さ
ら
に
、
的
駅
0
8会
と
も
品
し
ん
H

い
、
山
駅
の
跨
線
航

（体
的
）
の
水
洗

い
を
行
う
な
ど
、
今
後
主
心
欲
的
に
活

動
し
た
い
と
思
勺
て
い
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
制
い
し
ま
す
，
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朝日明書店察官派出所主幹

布施 健 吉さん

今
凶
は
、
夏
の
交
通
・浜
全
県
民
運
動

期
間

（
7
川
初
日

1
8月
初
日
）
で
も

あ
り
‘
入
善
繁
祭
者
朝
日
町
派
出
叶
の

主
幹
さ
ん
に
ス
ポ
ソ
卜
を
当
て
て
み
ま

し
た
の

。
布
地
主
幹
さ
ん
は
、
削
ι
…
部
市
川
鉄
生
出

身
の
日
段
。
川m
…
部
市
伏
生
高
等
小
学
校

少々
γ
楽
し
、
満
州
鉄
道
、
子
科
仙
慨
を
経

て
復
弓
戦
後
の
出
乱
期
に
、
生
ま
れ

て
間
も
な
い
チ
牛
が
盗
ま
れ
、
法
胆
す

る
．
向
削
械
の
姿
を
見
て
、
世
の
中
の
悪
い

人
を
摘
ま
え
ト
骨
ヲ
と
昭
和
M
A
年
l
月
に

県
餐
賢
察
し
h
れと
な
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

白
山
、
新
様
、
氷
は
な
ど
の
免
許
深
で

勤
務
し
、
本
年
3
月
に
朝
日
町
派
出
所

主
幹
に
。

さ
て
、
ぷ
仰
地
主
幹
。

と
聞
け
ば
J
め

れ
ゐ
と
思
ヲ
十
刀
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
、
昭
和
“
年
か
ら
臼
年
ま
で

朝
日
町
派
出
所
で
主
幹
を
務
め
て
お
ら

れ
た
街
地
佐
古
さ
ん
は
、
健
吉
さ
ん
の

笑
児
だ
そ
う
で
「
兄
弟
そ
ろ
っ
て
朝
日

町
に
お
世
話
に
な
る
の
も
、
何
か
の
い
向

な
に
と
そ
よ
ろ
し
く
」
と
の
こ
と
の

さ
て
一
醤
う
ウ
た
え
た
い
が
を
た
ず

ね
る
と
、「’H
分
の
我
を
強
く
過
す
と
、

他
人
と
の
い
ざ
こ
ざ
が
起
き
る
。
他
人

を
慈
し
む
心
で
悼
惜
す
れ
ば
、
ん
か
嵯

・
時

人
と
も
平
和
で
犯
亦
の
な
い
明
る
い
町

づ
く
り
、
国
づ
く
り
が
で
き
る
」
と
符

注
目
、
り
し
い
宮
様
、
れ
以
後
に
こ
の
美
し

い
朝
日
町
に
犯
罪
や
交
通
事
此
が
発
生

し
な
い
ト
キ
フ
毎
日
祈
る
占
ヲ
な
気
持
ち

で
川
町
川
取
っ
て
い
る
と
語
勺
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

d

司
写
薗
貝
は
笠
通
幅沼
海
を
さ
れ
る

主
鮮
さ
ん

． 

「
郷
土
の
美
化
」

大
家
庄
小
法
校
6
年

清

水

司

く

ん

た
く
さ
ん
あ
る
辺
、
川
辺
で
は
、

あ
き
カ
ン
が
と
て
e匁
札y
く
す
て
ら
れ
る
，、

ば
く
の
家
の
巡
の
僚
の
出
ん
ば
な
ん

か
J

昨
年
、

一日一
1
例
ぐ
ら
い
の
あ
き
カ
ン

が
山
る
。
な
ん
て
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る

ん
だ
ろ
う
と
、
は
ら
が
た
ち
ま
す
ν

そ

の
次
は
お
か
し
の
ふ
く
ろ
な
ど
で
す
。

わ
ね
か
し
の
ふ
く
ろ
は
、
そ
ん
な
に
ひ

が
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
も
き
た
な

い
し
、
ナ
イ
ロ
ン
だ
と
な
ん
年
た
っ
て

も
く
さ
ら
な
い
の
で
、
す
ご
く
め
い
わ

く
で
す
。
川
で
は
、
ぶ
や
ご
み
が
つ
ま

勺
て
、
ぱ
く
の
家
の
池
に
水
が
人
ら
な

く
な
る
と
き
も
た
び
た
び
あ
り
ま
す
”

や
は
り
川
も
海
ど
う
よ
－
ワ
、
い
ろ
ん
な

も
の
が
す
て
で
あ
り
ま
す
・
つ
り
の
時

よ
く
は
リ
が
す
て
ら
れ
た
ζ
み
な
ど
に

か
か
り
ま
す
ν

こ
の
よ
う
な
町
の
よ
ご
れ
は
、

一
人

で
は
、
ど
・
つ
に
も
で
き
な
い
。
朝
日
町

の
人
が
み
ん
な
で
や
ら
な
け
れ
ば
き
れ

い
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ば
く
も
こ
れ
か

ら
、
気
を
つ
け
て
い
こ
う
と
思
う
。

ぼ
く
は
、
あ
ま
り
郷
小
L

の
美
化
に
つ

い
て
考
え
た
こ
と
が
な
か
ゥ
pz
で
も

考
え
て
み
る
と
す
ご
く
ば
く
た
ち
の
町

に
は
、
き
た
な
い
一
附
が
い

っ
ぱ
い
あ
る

と
M
T
U
－
－
た
と
え
ば
海
。
ば
く
は
先
日
、

海
に
つ
り
に
い

っ
た
。
そ
の
時
す
ご
く

海
が
よ
ご
れ
て
い
た
。
き
た
な
い
あ
わ

や
、
サ
ン
ダ
ル
、
な
か
に
は
、
に
わ
と

り
の
死
が
い
ま
で
あ
っ
た
。

ば
く
は
、
サ
ン
ダ
ル
な
ら
ま
だ
わ
か

る
け
ど
、
な
ぜ
に
わ
と
り
ま
で
す
て
で

あ
っ
た
の
か
不
思
議
だ
。
ぼ
く
は
、
死

ん
だ
動
物
が
す
て
て
あ
る
と
気
持
ち
が

患
い
て
す
。
動
物
ぐ
ら
い
土
の
中
に
う

め
て
や
れ
ば
と
思
っ
。

小
仰
の
は
か
に
も
ま
だ
き
た
な
い
一
附
が． 

み
ん
怠
の
広． 
次
’， ，‘ 

}: ：米の消費鉱大小学生ポスター ； 
じ； 図・相Ill書店要最優秀賞
一－つ，； 五箇庄小学校4年

〈； 佐渡昭伸〈ん

＠ 

美化違動啓もう作品

j自小学校6年

米国弘一〈ん
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「
刺
め
し
抜
き
」
の
軒

い
人
が
明
、
え
て
い
ま
す
6

時
聞
が
な
い
か
ら
と
か
、

太
る
の
が
イ
ヤ
だ
と
か
3

湖一由
は
さ
ま
rcま
で
す
が
、

健
康
上
こ
れ
ほ
ど
好
ま
し

く
な
い
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
達
の
休
は
、
も
と
も

と
規
則
的
な
食
事
を
取
る

4
7に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

シ
オ
ガ
マ
な
ど
可
憾
な
花
が
風
に
揺
れ

緩
い
潟
に
濡
れ
な
が
ら
も
謀
、
え
る

4
7

に
咲
い
て
い
る
風
情
は
、
高
山
な
ら
で

は
の
哀
愁
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。

こ
れ
か
ら
タ
カ
ネ
マ
ツ
ム
シ
ゾ
ウ
や

シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ
が
咲
き
始
め
る
と
山
は

斜
か
い
一変
か
ら
秋
へ
と
駆
け
足
で
す
。

立
山
シ
ー
ズ
ン
は
い
ま
が
兵
盛
り
。

我
が
朝
H
町
の
ン
ン
ポ
ル
「例
日
・
倍
」

は
、
高
山
刷
物
の
宝
庫
。
夕
日
ヶ
．除
、

八
兵
衛
一
半
、
ア
ヤ
メ
半
、
黒
岩
平
な
ど

尚
南
砂
原
を
抱
え
て
か
北
ア
ル
プ
ス
最

北
の
俗
境
と
し
て
全
同
の
登
山
愛
好
者

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
こ
が
れ

の
お
花
畑
に
思
い
を
馳
せ
て
、
全
国
各

地
か
・句
集
ま
る
設
山
者
連
は
、
広
々
と

し
た
朝
日
．
キ
に
建
つ
制
日
小
屋
に
く
つ

ろ
ぎ
、
茜
色
に
川
吠
え
る
や・お
仰
に
沈
む
夕

日
の
夫
し
さ
に
酔
い
な
が
ら
一
伐
ル
ャ
す

制
阿
波
タ
の
食
事
の
間
隔
は
5
1
6時

間
そ
の
万
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
た
ん

ぱ
く
貨
の
間
取
と
消
刊
の
バ
ラ
ン
ス
が

う
ま
く
ゆ
く
の
で
す
。
制
食
を
政
く
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
す
る
の
で
、
体
に

昔
梢
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
易
促
い
、
次

の
食
併
で
そ
の
分
を
補
お
う
と
す
る
の

で
、
胃
に
余
計
な
負
仰
が
か
か
っ
て
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
H

納
め
し
抜
き
o

q
栄
養
不
足
か
ら
の
貧
血
を
起
こ
す

ば
か
り
で
な
く
、
内
臓
を
も
疲
れ
さ
せ
、

美
谷
ど
こ
ろ
か
、
主
化
を
促
す
結
果
と

な
り
ま
す
。
一

固
め
食
事
は
、
次
の
食

令
ま
で
に
消
費
す
る
栄
養
の
必
要
民
を

仰
い
取
し
て
お
く
・
－
と
に
意
味
が
あ
る
の

ご
し
、
翌
朝
に
は
小
川
温
泉
や
連
帯
常
温

泉
、
税
不
知
へ
と
散

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
だ

一
度
も
登
っ
た
こ
と
の
な
い
地

花
の
み
な
さ
ん
。
ぜ
び
一
度
雲
上
の
楽

刷

「朝
日
岳
」
を
た
ず
ね
て
み
ま
せ
ん

A
M
 

で
す
。
朝
食
は
l
日
の
除
動
力
と
い
・
1

こ
と
を
く
れ
ぐ
れ
も
お
忘
れ
な
く
心

今月の表紙

境
児
童
ク
ラ
ブ

－
み
ん
怠
の
広
．

『
盲
の毎
積
』

昭
和
計
年
7
月
o
n
Hは
、
制
日
町
市

保

6
5
2
2
4借
地

（引け
）
の
H

谷
ち
よ
仰

さ
ん
に
と
勺
て
印
刷
川
刊
の
誕
小
ぃ
H
・

川
前
日
年
7
け
けn
H
に
生
ま
れ
て
、

削
年
内
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
は
‘
ま

た
粁
験
さ
れ
た
ろ
・
ー

そ
の
こ
と

一
つ
ひ
と
つ
が
、
年
始
と

な
ゥ
て
体
内
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
こ

境
児
島
県
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
制
年

に
発
足
し
て
以
朱
泊
先
な
的
動
を

続
け
て
来
ま
し
た
が
、
昨
年
児
市

ク
ラ
ブ
の
野
球
・
ソ
ワ
ト
ポ
ー
ル
大

会
で
抗
出
し
た
の
を
契
機
に
、
続

地
区
に
住
む
小
や
校
l
年
生
か
ら

小
学
3
年
生
ま
で
の
ん
売
主
生

徒
会
λ
出

H
に
陥
れ
て
今
年
の
4
川

に
一
向
結
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
児
童
の
健
全
育
成
と
爪

動
を
よ
り
充
尖
さ
せ
る
た
め
、
地

区
住
民
を
会
以
と
し
て
涜
児
俊
ク

ラ
ブ
行
成
会
が
あ
わ
せ
て
発
足
し

ま
し
た
。

い
つ
も
仲
よ
く
、
品
川
恥
し

い
遊
び
ゃ
勉
強
、
本
仕
活
動
を
と

お
し
て
、
世
の
中
に
役
立
つ

f
供

に
な
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
4
λ
H

T
一d
集
に
川
動
し
て
い
ま
す
。

⑪ 

』

F
写
由
民
同
陣
谷
ち
よ
さ
ん

と
だ
ろ
‘
ヲ

き
て
、

J
り
よ
々
さ
ん
は
、

食
物
に
川町

さ
峨
い
は
な
く
、
ト
的
H
q
J食
き
＋
り
ん
と

食
べ
ら
れ
る
，
し
か
も
什
か
ら
休
刊
仰
を

欠
か
し
た
こ
と
が
な
い
そ
う
で
、
今
で

も
ワ
ト
ン
の
卜
で
子
を
動
か
す
な
ど
、

体
に
%
を
付
け
て
お
ら
れ
る
と
の

・

τ－

こ
れ
が
一

UKMの
終
次
か
も
？

Mmやリ
mHM怖
さ
ん
キ
λ
Hわ
せ
る
と
約
削

人
の
川
内
…にい
仏
つ
“
ち
ょ
仰
さ
ん
。
本

当
に．
h
必
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〈
朝
日
岳
周
辺
の
近
況
〉

今
夏
は
、
カ
ラ
悔
同
で
同
が
少
な
か
っ

た
た
め
か
勺
情
け
が
起
く
、
が
先
に
は

例
年
よ
り
少
な
か
っ
た
は
ず
の
宍
も

ま
だ
ま
だ
あ
ち
こ
ち
の
谷
に
沢
山
残
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
山
は
冬
か
ら
紅

へ
一
足
飛
び
り
む
守
化
の
ン

l
ズ
ン
。

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ハ
ク
サ
ン
コ
ザ
ク

ラ
、
チ
ン
，ク
ル
マ
な
ど
か
ら
咲
き
始
め

た
花
も
、
ニ

ヴ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
コ
パ
イ

ケ
ソ
ウ
、
シ
ナ
ノ
キ
ン
パ
イ
、

ハ
ク
サ

ン
イ
チ
ゲ
な
ど
が
満
開
。
以
上
付
泣
に

は
ミ
ヤ
マ
ム
ラ
サ
キ
、
タ
カ
ネ
ツ
メ
ク

サ
や
イ
プ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ゾ
ウ
、
タ
カ
ネ

，， 

~ . 
二r・’r
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竹笠
杖ヒ
のモ
御ごの
消j密
様；書
と

O
真
浄
寺
l
山
崎
新
O

ス
ゲ
笠
の
あ
ご
州
刊
の
ひ
も
の
中
に

一

過
の山古
代い
を
忍
ば
せ
て
大
阪
．れ
山
本
剛

午
を
め
ざ
す
人
々
が
あ
っ

r司令
げ十肘
村

大
内
山
Mm庄
ェ
門
の
先
制
た
ち
で
あ
る
。

今
か
ら
約
問

O
O年
れ
前
の
、
俳
い
に

い
う
が
山
合
戦
の
と
き
で
ム
っ
た

品

同
か
ら
え
・
句
ば
れ
た
昏
衆
と
よ
ば
れ
る

人
び
と
が
本
願
寺
会
寺
っ
て
い
た
が
、

信
長
に
攻
め
ら
れ
た
と
き
に
数
十
倍
の

信
徒
が
か
け
つ
け
合
戦
に
加
わ
っ
た
。

諸
国
か
ら
は
こ
れ
ら
人
び
と
の
加
勢

め
は
か
に
金
銭
の
支
媛
も
あ
っ
た
。
Mm

左
ェ
門
た
ち
は
講
中
よ
り
の
銀
チ
四
十

三
匁
と
音
容
を
本
願
寺
に
無
事
届
け
て

大
任
を
は
た
し
た
。

帰
り
に
は
本
断
閉
じ
寸
よ
り
下
さ
れ
た
御

消
息
を
竹
絞
め
節
を
く
リ
抜
き
、
そ
の

中
に
消
息
の
上
下
を
切
り
つ
め
し
の
ば

せ
て
無
事
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
。

集
部
川
東
二
十
五
日

・
二
十
日
議
中

宛
の
教
知
上
人
よ
リ
の
消
息
は
竹
杖
の

消費者モニタ＼

か
ら
の

報
a包

朝
日
町
大
度

梅
沢
栄
子
さ
ん

「
日
東
紡
績

泊
工
場
野
球
部
」

オ
イ
ル
シ
ヨ

ソ
クの．
小
配
時
に
日
東
紡

納
泊
第
二
工
場
が
佳
品
さ
れ
、
以
後
詰

い
仲
間
が
集
ま
り
以
前
よ
り
活
動
を
続

け
て
い
た
野
原
絡
も

一
層
活
発
に
な
リ

ま
し

Q
・ムト

一
年
A
ク
ラ
ス
入
り
し

各
大
会
で
も
優
勝
少
量
ね
県
大
会
に
も

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
の
日
は
浅
く
．
た

だ
思
う
こ
と
は
消
代
析
が
安
心
し
て
買

い
求
め
ら
れ
る
尚
品
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
ち
つ
ニ
と
で
す
、
友
人
の
訴
で
す
が

「
谷
が
あ
っ
て
急
い
で
近
く
の
山
で
買

っ
て
出
し
た
必
菓
チ
に
カ
ビ
が
生
え
て

い
た
の
よ
、
お
茶
に
申
し
訳
な
く
っ
て
」

と
の
こ
と
、
私
は
取
り
嘗
え
て
も
ら
っ

た
ら
と
言
う
と
コ
必
附
だ
か
ら
」
と
た

め
ら
っ
て
い
た
が
、
明
日
「
店
の
万
が

心
良
〈
取
り
伴
え
て
ド
さ
っ
た
」
と
の

こ
と
で
し
た
内

金
制
が
mmか
だ
か
ら
、
返
附
だ
か
ら

と
こ
だ
わ
ら
な
い
で
消
貧
者
の
気
持
ち

を
伝
、
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た
‘

そ
れ
か
ら
、
総
近
の
新
聞
報
道
に
よ

一一2

・電置・2
・・・2

．．
 ，
 

れ
ば
、
化
織
の
れ
に
の
ば
物
を
川
f
川

で
仕
入
れ

hw．
紛
で
あ
る
、

一
M
川
「

川
打
す
る
」
と附
怖
を
パ

二
、
川
し
化
山酬

の
併
問

f
川
の
も
の
を
付
け
て
附
が
川

で
わ川
り
て
お
り
、
ま
た
山
火
山

．
4
を

－一一下
仁
・h
刊
で
仕
入
れ
、
出
版
愉
悦
八

「
川
位
の
も
の
を

一U
M
一二
「
川
似
で
必

り
付
け
て
い
る
よ
う
で
す

士州
問
川
叫
必

H
に
は
小
山
間
版
必
い
川
教
山
川

＆九人
J
R
4
止
，ド
H
U
川，、．
P

B
’・
b

’a‘f
、
－hn
’H
門，

d

，、e
’hMF
Jん
川

UU

‘，dl
ム

i
p
’J
J
H
a

”。

u
判
断
州
を
川
・
勺
か
に
し
な
け
れ
ば
な
・
り
な

い・

τ－に
な
っ
て
い
る
と
の
ニ
と
．
思

れ
な
み
問
．仇
光

M
に
・山
立
し
な
け
れ
ば

と
思
い
出
す
と
と
も
に
川
代
行
の
悠
し

た
討
作
%
を
抑
え
る
こ
と
な
く
制

F
打

に
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
し
た

uu
喝以
体

（天
皇
料
）
で
は
ベ
ス
ト
8
入

り
、
似
m勝
チ
ー
ム
に
O
付
2
で
敗
け
た

記
憶
も
新
し
い
今
年
tu制
川
野
球
で

優
勝
し
2
年
述
続
県
体
山
州
場
も
決
め
ま

し
た
ら
制
叫
作
部
以
は
は
お
、

可
愛
い
い
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
名
の
情
成
で
あ
る
。
出
身
地

は
朝
関
町
4
名
、
入
持
町
l
名
．
新
向

削

m
G
名
、
岐
小
、

以

前

存

l
名
、
返

く
は
広－
M
川
町
l
名
、
北
海
道
l
名
と
全

凶
に
広
が
勺
て
い

る

こ
の
メ
ン
バ
ー

は
、
入
品
時
に
は
パ
，
ト
に
ポ
ー
ル
か

当
た
ら
な
い
何
人
か
は
飛
ん
で
く
る

ポ
ー
ル
と
は
以
付
の
打
向
に
定
る
人
も
も

で
も
械
仰
の
総
リ
返
し
に
よ
勺
て
勝
つ

野
球
の
裂
し
さ
を
自
分
白
身
で
み
つ
け

だ
し
ま
し
た
。
げ
を
流
し
た
後
の
柄
、
－
み
ん
怠
の
広
掴

⑪ 

8
斗
ハ
ノ
ι
唱

l



M

，
精

m闘
開
表
C

’

7
月
刊
同
日
（
日
｝
に
宮
崎
海
洋
観
光
組

合
て
は
‘
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
を
む
か
・
λ
、

安
全
を
願
っ
て
泌
開
き
を
行

hvtし
た
。
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歌のフェス子ii

あさひ遭っリ

納？京
H

あ
さ
ひ
ま
つ
り
H

か
ら

8
月
1
日
か
ら

3
日
ま
で
の

3
日
問
、
泊
町
で
。
あ
さ

ひ
ま
つ
り
。
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
の
ど
じ
ま
ん
大
会
あ

り
、
す
い
か
割
り
や
太
銭
、
「
朝
日
北H
頒
」
の
町
な
が
し
な

ど
も
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

，
西
ド
イ
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
使
節
団
来
町
’

7
月
初
日
に
米
町
し
た
、
西
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
同
抗
悶
れ

は
一小
笠
動
遺
跡
て
の
パ
｜
べ

l
キ
ュ
ー
や
度
凶
作
写
を
体
験
す
る

t

t
bに
ホ
｜
ム
ス
テ
ィ
家
庭
で
も
楽
し
〈
過
ご
し
て
、

8
月

l
日

新
潟
県
仁
出
発
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。

さあ幸日広

朝
日
町
立
中
央
図
・
館

図
書
館
の
ご
利
用
を
／

－a休
み
も
中
盤
、
図
書
館
は
親
子
連

れ
や
受
験
勉
強
の
宇
生
き
ん
な
ど
で
満

員
の
に
E
C
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
す
。
皆

、三峰キャンプ燭オープン’

今夏，7月の下旬に54年から3年間 7,800万
円をかけて造成しました三峰キャンプ場がオ

ープンしました。キャンプ場は約 6,000rげで
50娠がはれます。また．テント 1!20張．毛布

l.t 100人分貸し出します。なおキャンプ場に

隣擬して6,000m＇の広場をもうけでありますの

で皆さん御利用を．／

...このあと，足がしびれて．しばら〈は
動けなかったそうだ。

さ
ん
も
み
し
い
図
冷
館
を
利
則
し
て
く

だ
さ
い
。

は
じ
め
て
本
を
借
り
る
方
は
、

。
貸
出
卒
は
す
べ
て
無
料
で

一
人
二

間
ま
で
二
週
間
附
リ
ら
れ
ま

す
。
あ
な
た
の
読
み
た
い
本
が
見

当
た
ら
な
い
と
き
は
予
約
で

き
ま
す
。
電
話
で
も
か
ま
い

ま
せ
ん
。

必
ず
受
付
に
返
し
て
く
だ
さ

い
。
自
般
本
棚
に
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

上

光

さ

ん

や

ろ

っ

土

穿

似

犬

外

税
幣
れ
す
る
と
き
読
む
本
神
法
カ
ン
ナ

佐
々
木
久
チ
の
お
桝
と
つ
き
あ
っ
法

佐
々
木
久
「

愛
f
い

と

し

ゃ

川

口

絞

太

郎

八
月
二
日・
L
へ
ま
で
焼
け
た
剛
山
附
史
郎
外

総
中
郷
土
研
究
越
中
郷
十
研
究
会

治
日
の
土

f

m

…
指
示
行

子
帥
二
人

一川
出
向
泌
太
郎

山

蛇

抄

氷

上

勉

銀

色

の

爪

佐

野

洋

遠

ざ

か

る

彩

正

樹

的

f

善
意
の
預
託

。41約
。
返
却

新
着
図
書
案
内

こ
般
書
）

神
を
け
凡
た
兵
隊

マ
ン
ボ
ウ
人
間
博
物
館

朝
日
町
善
意
銀
行

北’t・
尾

社節
夫夫

仁
つ
の
恋
の
物
品

峠

の

鮮

像

下

市
昨
を
つ
ぶ
し
な
が
・
句

iH主
jJl 

凶堺
!ll Iぷ

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
方
々

か
ら
普
意
の
傾
託
が
あ
リ
ま
し
れ
，
百

マ

宮

崎

前
川
日
出
雄
さ
ん
よ
り
、
特

急
列
単
泊
駅
停
単
記
念
事
業
行
事
資

8
斗
ハ
ノ
ι
η
ζ

＠ 

品
切
③
稿
、
お
金

お
〈
伶

va

一
之
長
女

一変
奈
イ

』Ill I.・ oo' 
ニR i入 t{・ 

r一一

日
時

8
け
幻
日

場
所
一
M
M航
セ
ン
タ
ー
茶
道
本

テ
キ
ス
ト

「滋
備
の
家
」
曽
野
絞
，
f

寄

贈

図

書

朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

uk干
の
町
品
化
み
ん
t
l二
巻

伐

わ

ん

主

ん

山

岳

ア
ト
リ
エ
の
副
家
た
ち
で
ハU
M
刊
）

O
図
書
館
の
本
迷
子

貸
出
し
期
限
が
す
ぎ
た
止
や
が
あ
り
ま

し
た
ら
n十
く
返
し
て
下
さ
い
。

金
と
し
て
朝
日
町
へ
指
定
寄
付

マ
普
明
会
教
団
高
岡
支
部
よ
り
五
万
問

マ
富
山
県
移
動
車
開
業
組
合
よ
り
一
万
円

＠ 



切
的
品
川

wnu叩
d
v
b
u
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向
日
制
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－
母
乳
を
た
っ
ぷ
り
出
す
た
め
に

8月の
健康

~＇ 3 ? J " 

「
赤
ち
ゃ
ん
は

母
乳
で
」

ひ

川
吋
礼
は

Lrり
ゃ
ん
に
と
二
、
結
け
は
の

小本部
党
で
す
＝
、
ル
ク
も
午
礼
も
川
り
礼
の

代
用
品
で
す
，

さ

－
母
乳
の
良
い
点

、1
2
FE
L

－－へ

い
、1
1
t・
K
ド旬、
l
－
》

0・ド
Jイ
l
十

h

A

f
ベ
パ
・
カ
2
J
14
9
Z

た
め
の
川
液
晶
食
分
が
そ
ろ
勺
て
わ
り
リ
‘
消

化
吸
収
も
よ
い
。

②
叫
り
礼
は
ア
レ
ル
ギ
ー
や
栄
長
附
小
札
口
を

わ
り
ニ
す
心
配
が
あ
り
ま
せ
ん
ら

＠
付
礼
に
は
免
俊
グ
ロ
プ
リ
ン
や
リ
ン

ハ
球
が
含
ま
れ
て
い
て
、
ぶ
や
り
ぐ
ん
を

病
気
か
ら
守
り
ま
す
・

＠
川
り
礼
を
飲
ま
せ
る
こ
と
は
付
と

f
の

つ
な
が
リ
を
強
く
し
、
制
神
的
・
安
定
と

満
足
感
を
与
え
、
ぶ
ち
ゃ
ん
の
指
し
ゃ

ぶ
り
も
な
く
ゆ

っ
た
り
と
打
ち
ま
す
ω

③
諏
礼
の
子
間
が
な
く
、
山
間
生
的
、
料

治
的
で
す
。
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切
り
地
問
え
な
い
で
行
て
ま
し
ょ
・
つ

勤
め
の
わね叫り
さ
ん
に
は
り
礼
ハ

，
ク

の
↑
刀
法
も
あ
り
ま
す
H

G
M
娠
中
か
・
り
礼
首
を
つ
ま
み
出
す
よ

う
に

T
・
へ
れ
し
ま
し
ょ
・
7

φ
み
ち
ゃ
ん
に
礼
行
を
帆
わ
せ
ま
し
ょ

ー
，
紋
初
は
少
y
oく
て
も
、
峨
わ
れ
る

国

と
よ
く
山
る
よ
7
に
な
リ
ま
す

也

①

中
円
安

f

③
お
付
き
ん
が
ぬ
れ
過
ぎ
た
り
‘
心
配

金

一
0
0
m
m

し
過
ぎ
な
い
よ
・
1
家
政
む
協
力
し
ま
し

汐

よ・
7
G

3

＠
お
川
り
さ
ん
は
亦
ち
ゃ
ん
の
分
ま
で

l
b

u江
本
貨
を
と
り
ま
し
ょ
‘
と

え
ん
そ
川
、
同

午
礼
、
ス
ー
プ
な
ど
水
・
分
会
事
く
と
り

E
d

ま
し
ょ
・
7

＠
母
乳
を
山
や
す
く
す
る
た
め
に
、
礼

一
ωの
マ

ヴ
サ
ー
ジ
を
し
ま
し
ょ
う
噂

－
せ
め
て
6
週
間
は
母
乳
で

紋
近
で
は
母
乳
て山
け
て
る
お
り
さ
ん

が
減
っ
て
い
ま
す
。
勤
め
て
い
る
人
で

も
必
休
の
と
れ
る
、

①

一
ヵ
け
半

（
6
週
間
）
は
時
礼
だ
け

で
打
て
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ・
1

刊

に
初
礼
は
必
ず
与
え
ま
し
ょ
・
7

②
三
ヵ
バ
ま
で
は
付
乳
で
威
川
以
り
ま
し

ょ・
7
。

③
川
ヵ
リ
過
ぎ
て
’
U
ん
介
。
切
に
ミ
ル
ク
に

ぶ
や
り
ぐ
ん
が
り
乳
て
打
つ
よ・
1
み
ん

な
で
協
力
し
ま
し
ょ
．
ー

Z長）? • I' 

〈
〉
保
健
衛
生

協
議
会
長
表
彰

ひ

朝
日
町
食
生
治
改
待
機
進
協
淡
九
五

泊
地
“
一九五
l
食
生
川
改
持
小
川
動

的
川
内
い

1
帥
時
以
づ
く
リ
リ
小
山
動

E
進出円，
1
1
4リ
f
H本
店
FHH吻

I
n
t
i
－

－

t
d
 

松
治
町
町
内
九
五

1
町
内
美
化

・lth
F
I
b
o

－リ
・
れ
J
“
品
引J

M
W
川
町
町
内
会
H
H術
少
将
山
山

妙
除
1
山
動

さあ報

〈〉
国
民
健
康
保
険

優
良
家
庭
表
彰

広

マ

3
人
以

i
m併
で
l
年
以
上
川
県
受
必

中匁－民総

間

手lj

雄

｛山刈

川

新

マ

2
人
世
術
て

2
年
以
上
也
…
受
診
家
庭

近

藤

慾

治

｛
栄

町

）

水

野

洋

由

（
山

崎

）

貝

坂

キ

（
字
削

一
一以
｝

必

川

次

戸内

山

川
J

健セ

脅
第
m
U
回
下
新
川

郡
民
体
育
大
会

1
6
月
四
日
1
7
月
4
日

l

『
削
別

H
町
出
場
者
の
み

｝

マ
水

泳

F6
H月

m
u）

①

中
時
十
男
子

一O
O
m閉

山

0
0
m
m
③
十
〈
一
村
和
夫

9
f・
山
明
地
・
水
野

治
水
組

一O
O
m岡
山

①
柳
沢
附
夫

②
竹
内
が
坪

①
深
松
俊
夫

＠
折
谷
時
f

③
竹
内
総
ル

①
小
林
端
惚

①

行
内
・
凶
川
－

wt弔

同
刊
品

υU制

¥J 
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野 HIIll JI:沖 r.11

一鴨泊四

一C
O
m間

関

O
O
m閃

一
一
般
の
郡

（
7
月

4
日
）

マ
サ
J

カ
｜
⑩
目
的
ク
ラ
ブ

ぬ
M
川
日
ク
ラ
ブ

マ
軟
パ
テ
ニ
ス

一
般
男

f

ぬ

杉
本
・
κ之
・
トA
回
初
徳
組

・
般

k
f

＠

ι寸
…
削
な
美

f
・
小
川

M
U枚
組

ぬ
通
削
よ
れ
代
・
似
本
山

f
組

マ

針

球

＠

日

市
恥
紡
鎖
的
工
場

ぬ
朝
日
町
中
火
農
協

①
山
・川
f
k，l
’J
、，

f
、一f
‘、

n

e

．0
り

m

＠
ト
以
け

f

①
ド
山

hm，l

仇
藻
松
人
小
災

．
ド

η
m川
仇
稲
村
吟
l

間
十

υ
m川
仇
務
川
一
村
・
浦
山

・
氷

ιυ

・3
1斗

υ削
制

t
f
J
U
m②
行－
M
H弘
夫

上
位
巾
銚

②

Jr以
将
来

t
t・リ川
跳

＠

仏
川
好
長
’
l

山
九
校

＠．
内
川
山
A
H
f

一

般

の

部

－

h
o
c
c
m
仇
W叶一…

mH川
向

①
一点川品川
H
u
m

頑
撮
れ
マ
マ
さ
ん
M
H

…

2
度
目
の
全
国
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

体
力
づ
く
り

ー
レ
モ
ン
マ
マ
！
ス
ー

近
年
は
る
ス
ポ
ー
ツ
か
・
り
来
し
む
ス

ポ
ー
ツ
へ
と
体
力
づ
く
リ
を
旅
ね
た
れ

将
。ス
ポ
ー
ツ
の
参
加
品
目
一が
い
川
ま
「
て
わU

り
ま
ナ
が
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
ニ
と
の
な
い
人
を
小
心
に
技
術

向
上
よ
り
も
美
谷
と
健
康
、
そ
し
て
体

ス
議
1
9
A
g
m阿
国

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

一般
男

f
ぬ
朝
日
ク
ラ
ブ

一
般

k
f
＠
臼
偽
ク
ラ
ブ

家
庭
婦
人
⑩
山
婦
人
ク
ラ
ブ

マ
卓
球
一
般
男

f
＠
下
山
h

進

＠
水
－
M
二
次

長

女

子

＠

ぷ

必

f

マ
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

一
般
女
子
附

⑩

小
れ
弘
美

一
般
労

f
m問
命

科

谷

進

小
鉱
山
小
本

一
般

K
F
側
⑩
会
剛志
f

利
川

H
，l

③

小
れ
弘
美

一似
地
時
f

m力
ぬ

必

側

＠

M
愉

wm
一

保
絵
地
川
本

剛内山
W

ル
凧
州
問
ぬ
橋
山
－
一明

凶
巾
・
州
M
M札
い

マ
パ
ス
ケ
γ

ト
ポ
｜
ル

長

男

子

⑩

山

ク

ラ

ブ

A

一
般
女

f

＠
治
ク
ラ
ブ

マ
側
バ
テ
ニ
ス

h
M
づ
く
り
を
ぶ
阪
と
し
た
婦
人
ゾ
フ
｜

ク
ラ
ブ
か
あ
り
ま
す
ク
ラ
ブ
の
乙
林

は
Jν
モ
シ
？
？
｜
ズ
ー
と
い
い
、
教
昨
日

会
討
会
主
似
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
数
本
に

参
加
し
た
愛
好
い
れ
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ

た
も
の
で
、
十
川
辺
火
山
哨
H
－
士
山
崎
日
の

仙
燃
料
日
に
は
的
小
川
ρ
校
グ
ラ
ン
ド
川
町
…
川

を
利
川
し
て
、

↑
日
の
痕
れ
tJ1」廿れ、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
来
し
汚
を
味
わ

～
て

わυ
リ
ま
す
・

加
入
を
お
引
さ
れ
る
打
は
次

へ
ご
地

総
く
だ
さ
い
。

山科山中
H
H
十
月
週
火

・
土
附
日
午
後
じ

時
三
l
分

九
五
州
倒
的
小
ヤ
絞
グ
ラ
ン
ド

半
給
化
。
十
乎
雪
、f

T
E
Lω
ー
ー

7
1
2

「
西
ド
イ
ツ
I
l
l
1
1
J

F

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
来
町
L

惜
別

9
例
日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
刊
の
交

流
の
た
め
、
来
日
し
て
い
る
西
ド
イ
ツ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
同

一
行

の
7
字句
、
ミ
ユ

ラ
｜
ミ
ヒ
ア
L

ル
き
ん
－
幻
｝を
印
長
と

す
る
円
れ
の
川
口
同
が
、
き
る

7
月
初
日

に
米
町
し
、
当
町
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
大
会
に
参
加
し
た
り
、
不
動
堂
還
跡

剛力

f
の
部

宙官

＠ 

中

学

の

郵

マ

野

球

⑩

納

U
中

マ
パ
ス
ケ

ノ
ト
ポ
l
ル

附
円

f

a

M

判
日
小

女

f

⑩
輯
H
小

マ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

k

f

⑩
朝
日
中

マ
サ

サ
カ

l

⑩
朝
日
山
中

マ
采
迫

｛川
休
）
（
ω納
日
中

両

人

長

々

以

⑩

定

法

制

；
主
主
別
命
同
日
内
H

マ
パ
ド
ミ
ン
ト
ノ

剛力

f
川

体

ぬ

朝

日

中

女

f
同

体

⑩

引

け

小

男

f
例
人

＠

入
江
字
削

uw－r小
附
川
百

＠

↑へ
付
－
y
f

’
k
f州
人

i

1

4
 

マ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ω明
日
中

ぬ
明
日
中

マ
新
体
協
怖

マ
隙
l．
悦
伐
①
小
学
剛
力

f

一O
O
m
②
巾l
川
良
成

③
松

本

川

m蕊
本

川

③
千
川
AA成

四

or－－
m
附
②
松
本

－－
H

川
川
・

①
川
上
向
之

市山
yeu
川
川
谷
川

二
C
C
m

定本
l[J品
跳跳

の
は
ハ
f
Jや
小
州
、
茶
会
を
体
験

す
る
る
ど
け
ぶ
文
化
の
一

肌
酬
を

心
に
伐
し
た
よ
7
で
す

ま
れ
ヘ
ホ
l
ム
ス
テ
f
i－
－

般
山本－
u
t
て
の
ん
仙
一
山

・
ムネ
M
t
で
し

初
日
の
．小
安
も
ど
・
え
や
J

h
、

言
伎

の
存
A
1

，
フ
を
結
え
た
心

の
触
れ
へ
H

い
で
．
ど
の
山
手
足
で

’U
叶
犬
山
が
た
え
な
か

ー
ん
と
か

さ
て
．
1
日
間
に
わ
た
り
L
T
i
刷
で
の

交
流

・
縦
波
けに
努
灼
た

一れ
は
、

u
p
川

l
H
の
日
昨
日
付

η党
勾
急
行
し
・
り
ゆ
き
句

に
て
次
の
訪
問
地
新
潟
へ
と
に
%
に
山

北
九
し
て
ゆ
き
ま
し
た
，

待

望

の

グ
ラ
ン
ド
照
明
完
成

7
川

ω
u・
～
川
崎
小
川
よ
ほ
グ
ラ
ン
ド

ii

’
lt
’’
i
－
 

に
住
川
附
…
明
M
相
川
叫
じ
か
完
備
い
た
し
ま
し

’’～
 
小
川
f
校
の
グ
ラ
ン
ド
山川
日
川
と
し
て
は

5
校
け
で
グ
ラ
ン
ド

F1
1
5
0
．附
』

の
小
心
で
の
明
る
さ
は

l
o
o
－
6
ル

γ

ク
ス
で
予
鮮
な
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
ト
分

に
で
き
る
則
る
さ
て
す
．
地
成
ス
ボ

i

y
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
と
し
て

一
一耐
の

的
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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の
務
ク

F
Y

、
ホ
な

参

い

艇
持
ン
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乎
娯
タ
い
同
川

市
順
珍
ポ
つ
府

健
問
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1ユ保健センター
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3:00～1:00 
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健
し
を

保
lu談

も
駐
相

て
が
は

外
十
一き

。

以
養
と
す

日
栄
る
ま

期
・
い
け

定
婦
て
受

区

国I

I也全
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予
防
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a
・

境
地
区
水
品
川
許

宮
崎
地
区

加
必
正
徳
、
水
品
写
夫
、

市
川
い
づ
み
、
竹
谷
佐
節
炎

泊
二
区
附
本
郎
仏
、
本
出
ム
日
リ、

美

佐
美
和
子
、
ド
沢
利
光
、
同
年
登
作

f
、
広
円
「
勝
利
子
、
前
川
弘

f
、
本
川

中
川
夫
、
午
川
俊
夫
、
点
目
朋
f
、
わ

沢
付
紅

泊
三
区
休
校
浪
乃
勝
、
山
川
氏
品
川
、
行

川
一
夫
、
ひ
忠
男
、
竹
中
美
t
h
N
f
、

川
以
健

一
、
命
日
相
川

一
、
行
口
市
上

凋
斗
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